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溶接継手試験 2）
も実施しており十分な継手強度と靭性を有

していることを確認している。

3. 曲げ性能

3.1 実験概要

曲げ性能を確認するために 3点曲げ試験を実施した。試
験体形状を図 1に示す。なお，試験パラメータは現状の製
造範囲でのフランジの幅厚比の上下限で決めている。

3.2 実験結果

図 2に塑性変形倍率 R（塑性率（m）－1）と基準化フラン
ジ幅厚比との関係を示す。塑性変形倍率は No. 1で 9.5，No. 

2で 14となっており，必要塑性変形倍率 3）
を大きく上回っ

ている。図中には他鋼種のデータの一例 4）
も併せて示して

いるが，他鋼種との比較でも，ほぼ同等の変形性能を有し
ていることが分かる。

4. 製品長所およびサイズ

本製品は，設計基準強度（F値）が 355 N／mm2
であり，

SN490と比較して鋼材重量を最大 9％低減でき，経済的な設
計，施工が可能である。その結果，フランジ板厚を SN490

と比べて 1サイズ程度薄くできるので柱梁継手の溶接量の
低減や柱に取付くダイアフラム板厚の低減効果などもある。
製品サイズを図 3に示す。JFEスチールの外法一定 H形
鋼「スーパーハイスレンド®H」5）

のうち，既存のシリーズか
ら大断面部分を中心に選定し，高さが 700 mmから

1 000 mm，幅が 300 mmから 400 mmの 14シリーズ 52サ

イズを商品化している。

5. おわりに

建築構造用 520 N／mm2 TMCP H形鋼「HBL®-H355」の
概要を紹介した。本製品は高強度でありながら良好な溶接
性をもち，変形能力に富むので耐震性に優れており，安心・
安全な建築物を構築することができる。今後も，JFEスチー

ルではお客様のニーズに合わせた商品開発を行なっていく
所存である。
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